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（
支
部
長
あ
い
さ
つ
）　

   

春
は
あ
け
ぼ
の
？

　
令
和
三
年
の
春
は
、
そ
う
な
る
は
ず
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
か
ら
の
束
縛

が
解
消
の
方
向
に
向
か
い
、
日
の
出
前
の
美
し
い
朝
（
新
年
度
）
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実

は
見
て
の
と
お
り
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
弱
体
化
す
る
ど
こ
ろ
か
、

さ
ら
に
強
力
な
ウ
イ
ル
スへ
と
変
異
し
、
社
会
不
安
を
拡
大
し
て
い
ま

す
。
も
う
コ
ロ
ナ
以
前
の
生
活
へ
の
回
帰
は
あ
り
え
な
い
の
か
と
さ
え

思
わ
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
人
間
社
会
は

こ
の
疫
病
を
契
機
と
し
て
、
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。

　
二
年
度
に
引
き
続
き
、
代
議
員
会
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
厳
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
そ
う
で
す
。

ま
さ
に
、
支
部
社
協
の
存
在
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
と
い
う
認
識

を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
、
社
協
の
事
業
全
体
の
見
直
し
が
必
至
で
あ
り
ま
す
。

　
宍
戸
地
区
に
根
づ
い
た
事
業
を
展
開
し
て
い
た
ま
ち
づ
く
り
宍
戸

塾
が
解
散
し
ま
し
た
。
宍
戸
の
歴
史
的
価
値
を
見
出
し
、
こ
の
地
域

に
住
む
皆
さ
ん
に
誇
り
を
与
え
た
功
績
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
財
産
を
守
り
ぬ
く
た
め
に
も
、
宍
戸
塾
が
進
め
て
き
た
精
神
を
、

そ
の一部
だ
け
で
も
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
も
社
協
の
仕
事
か
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
宍
戸
塾
を
支
え
て
き
た
皆
さ
ん
お
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
、
新
た
な
支
部
社
協
の
事
業
と
し
て
、
災
害
対
策
費
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。
ほ
ん
の
少
な
い
予
算
で
す
が
、
計
画
的
に
缶
詰

等
の
備
蓄
を
行
い
、
災
害
時
に
地
域
に
役
立
ち
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
バ
ザ
ー
に
つい
て
も
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
実
施
が
可

能
か
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
宍
戸
塾
所
有
の
掲
示
板
も
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
地
域
全
体
で
ご
活
用
下
さ
い
。
広
報
誌
も
よ
り
地
域
性

を
重
視
し
た
話
題
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
配
食
活
動
も
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
さ
ら
に
喜
ば
れ
る
も
の
と
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
広
報
誌
に
は
三
年
度
の
事
業
計
画
等
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
社
協
活
動
が
さ
ら
に
地
域
に
密
着
し
た
も
の
と
な
る
た
め
、

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
大
杉
神
社
は
大
古
山
の
八
幡
神
社
の
右
手
に
鎮
座

す
る
一
間
四
方
の
小
祠
で
す
。
八
幡
神
社
の
「
大
絵

馬
」
は
有
名
で
す
が
、
大
杉
神
社
の
祭
神
「
白
狐
に

ま
た
が
っ
た
烏
天
狗
像
」
を
知
る
人
は
あ
ま
り
居
ま

せ
ん
。
大
杉
神
社
は
、
今
の
コ
ロ
ナ
と
同
じ
よ
う
に
、

当
時
恐
れ
ら
れ
て
い
た
流
行
り
病
で
あ
る
疱
瘡
（
ほ

う
そ
う
）
除
け
の
神
さ
ま
と
し
て
も
広
く
信
仰
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
神
社
に
詳
し
い
地
域
の
方

に
お
伺
い
い
た
し
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
）
天
狗
像
の
あ
る
祠
は
樹
齢
約

四
百
年
の
ご
神
木
を
伐
採
し
た
時
の
収
入
で
昭
和
末
期
に
建

て
替
え
ま
し
た
。
戦
前
ま
で
は
、
大
杉
神
社
の
お
祭
り
が
行

わ
れ
「
大
杉
囃
し
」
の
太
鼓
に
合
わ
せ
て
「
ホ
ー
イ
ホ
イ
」

と
人
々
が
踊
っ
た
そ
う
で
す
。
リ
ズ
ム
は
隣
接
集
落
間
で
違

い
、
集
ま
っ
た
子
供
た
ち
は
甘
酒
を
頂
い
た
そ
う
で
す
。
そ

の
様
を
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

※

こ
の
「
天
狗
様
」
は
コ
ロ
ナ
禍
の
救
い
の
妖
怪
「
ア
マ
ビ
エ
」

と
同
じ
疫
病
除
け
と
、
火
防
の
神
で
も
あ
り
ま
す
。

　地
域
の
お
役
に
た
つ
た
め
に

（
寄
贈
・
寄
付
関
係
）

宍
戸
支
部
に
、
未
使
用
は
が
き
48
枚
寄
贈
　
大
高
た
か
子 

様

県
立
中
央
病
院
へ
、
３
万
円
寄
付
（
エ
ー
ル
募
金
）
宍
戸
支
部

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
頂
い
た
、
米
川

容
子
さ
ん
は
、
令
和
元
年
12
月
に
な
ら
れ
た

旧
陣
屋
一
・
二
区
・
小
人
町
担
当
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
さ
ん
で
す
。

Ｑ 

活
動
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 

主
に
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

を
中
心
に
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

ど
ん
な
こ
と
に
心
が
け
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

一
人
一
人
の
現
在
の
状
況
を
聞
い
て
何
か

困
っ
て
い
る
事
が
無
い
か
、
話
し
相
手
に

な
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ 

活
動
の
ご
苦
労
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
今
ま
で
通
り
の
活
動
と
は

違
っ
て
い
る
こ
と
に
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

委
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ａ 

訪
問
し
て
、
こ
う
し
て
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
こ

と
が
嬉
し
い
と
言
わ
れ
た
時
で
す
。

Ｑ 

今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 

地
域
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
存
在
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
知
識
不
足
な
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

たずねてみたら

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　

 

米
川 

容
子

No.104

　
宍
戸
塾
が
三
月
で
解
散
で
す
。
道

路
里
親
だ
け
は
、
何
と
し
て
も
続
け

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
賛
同
者
を
募
っ

た
と
こ
ろ
十
五
名
の
賛
同
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
道
路
里
親
宍
戸
を
立

ち
上
げ
県
か
ら
認
定
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
三
月
二
十
二
日
に
は
、
山
吹
の

跡
地
に
、
彼
岸
花
と
、
水
仙
、
夏
水

仙
の
球
根
を
植
え
付
け
ま
し
た
。
宍

戸
環
境
保
全
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
二

十
名
と
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
八
十
歳
を
超
え
た
方
が
三
名
も

い
て
若
い
方
顔
負
け
の
大
活
躍
で
し
た
。
な
ぜ

年
老
い
て
も
そ
ん
な
に
元
気
な
の
か
、
思
い
当
た

る
の
は
、
皆
の
た
め
に
働
く
こ
と
が
幸
福
感
を

高
め
て
い
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
宍
戸
で

一
番
素
晴
ら
し
い
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
か
ら
の
玄
関

で
も
あ
る
道
路
を
皆
で
花
いっ
ぱ
い
と
し
幸
福
感

あ
ふ
れ
る
地
域
と
し
ま
せ
ん
か
。
私
の
今
の
願
い

で
す
。

（
お
知
ら
せ
）

　
表
紙
の
、
宍
戸
学
区
の
風
景
や
催
し
の
写
真
・
絵

画
及
び
記
事
の
掲
載
希
望
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
宍
戸
駅
前
と
社
協
玄
関
前
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ボ
ー
ド
が
今
年
度
よ
り
宍
戸
塾
か
ら
宍
戸
支
部
の
管

理
・
運
営
へ
と
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
　

編
集
委
員
　
　
安
達
正
男
　
小
川
福
子 

　
　
　
　
　
　
羽
生
　
力
　
中
塚
久
美
子

まちの声・むらの声

わが町発見

道
路
里
親
宍
戸
会
長

　
　

 

伊
東 

勝
男

像
の
安
置
さ
れ
て
い
る
厨
子
背
面
に

は
、「
文
化
六
己
巳
（
つ
ち
の
と
み
）

十
二
月
吉
日
（一八
一〇
年
）
矢
野
下

村
大
仏
師
千
葉
帯
刀
公
胤
（
ち
ば
た

て
わ
き
き
み
た
ね
）・
大
古
山
大
工
嶋

田
喜
左
衛
門
・
願
主
嶋
田
四
郎
兵
衛
」

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

大
古
山
大
杉
神
社
探
訪
（
烏
天
狗
像
）

見守り活動：宍戸駅



コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
か
ら
こ
そ

福
祉
の
大
切
さ
を
！

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
の
三
密
を
避
け
た
代
議
員
会

の
方
法
に
つ
い
て
、
去
る
４
月
３
日
に
臨
時
運
営
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、
書
面
に

よ
る
対
応
と
な
り
、
そ
の
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
代
議
員
会
書
面
に
よ
る
議
決
で
、
今
年
度
の

施
策
・
役
員
等
が
以
下
の
通
り
決
定
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
向
か
い
風
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、

地
域
の
力
を
合
わ
せ
て
福
祉
力
を
共
有
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

臨時運営委員会の様子

後日行われた作業の様子

（
支
部
役
員
）

支
部
長
　
　
雨
谷
　
高
市
　
　
旧
陣
屋
２

副
支
部
長
　
小
菅
　
栄
子
　
　
中
町

　
　
同
　
　
前
嶋
　
晃
司
　
　
旧
陣
屋
１

会
計
　
　
　
関
　
　
令
子
　
　
橋
爪
２

同
（
書
記
）
米
川
　
雄
一
　
　
旧
陣
屋
２

監
事
　
　
　
瀨
谷
　
雅
彦
　
　
松
山
団
地
３

　
　
同
　
　
海
老
澤
征
子
　
　
旧
陣
屋
２

　
　
同
　
　
横
倉
　
一
男
　
　
大
古
山

顧
問
　
　
　
根
本
　
芳
雄
　
　
大
田
町
２

　
　
同
　
　
伊
東
　
勝
男
　
　
中
町

１　地域住民とともに社会活動への理解を深め、会員の確保に努める。
２　区長会、民生委員・児童委員協議会、高齢者クラブとの連携を図る。
３　笠間市社協との連携を強化し、他支部との交流を進める。
４　福祉推進委員の資質向上に資する研修会及び視察研修を実践する。
５　児童福祉事業の充実を図る。
（１）小学校との連携を密にした「三世代交流事業」への協力
（２）子ども会、スポーツ少年団活動等への援助
（３）地域の教育環境整備及び登下校見守り活動に協力

６　社協宍戸支部会館を会場とする「介護予防の運動・体操教室」に協力する。
７　各専門委員会の事業
（１）青少年健全育成委員会

（ア）青少年健全育成及び安心して住める地域をめざす「地区懇談会」の開催
（イ）「小学生夏休みものづくりわくわく体験」等を実施
（２）女性部

（ア）高齢者を対象とした毎月１回の「配食サービス」を実施
（イ）福祉意識高揚を目指した「福祉バザー」の開催
（ウ）女性部員の特性を生かした「手づくり会」の実施
（エ）資質向上に資する研修会及び視察研修の実施
（３）こぶしの会

（ア）「配食サービス」時、高齢者との交流活動の実施
（イ）高齢者によるグランドゴルフ大会（年２回、宍戸地区高齢者グランドゴルフ
　　  の共催）の企画・運営

（ウ）地域サロン立ち上げのキッカケとする「ししどサロン」の企画・運営
（エ）高齢者を対象とした市外研修会（自然観察会）の企画・運営
（４）広報委員会

（ア）「宍戸支部だより」第129号～第130号の発行
（イ）研修会及び研修視察への積極的参加
（ウ）広報関係諸団体との交流促進
（エ）コミュニティボードの企画・運営、維持・管理

施 策

（
支
部
委
員
）　
　
　

　
　  

区
長
　
　
芝
沼
　
　
茂
　
上
町

 

（
社
協
運
営
委
員
）

　
　 

〃
　
　
大
内
　
信
夫
　
中
町

　
　 

〃
　
　
大
和
田
孝
吉
　
下
町

　
　 

〃
　
　
青
柳
　
　
弘
　
橋
爪
１

　
　 

〃
　
　
青
木
　
茂
夫
　
橋
爪
２

　
　 

〃
　
　
磯
野
　
　
勇
　
矢
野
下
上
郷

　
　 

〃
　
　
島
田
　
信
吾
　
大
古
山

　
　 

〃
　
　
菅
野
　
忠
儀
　
ベ
リ
オ
・
コ
リ
ナ

　
　 

〃
　
　
川
上
　
源
重
　
南
小
泉
１

　
　 

〃
　
　
鈴
木
　
正
二
　
南
小
泉
２

 

（
社
協
運
営
委
員
）

　
　 

〃
　
　
中
﨑
　
文
男
　
南
小
泉
３

　
　 

〃
　
　
星
野
　
　
登
　
下
加
賀
田

　
　 

〃
　
　
前
嶋
　
晃
司
　
旧
陣
屋
１

　
　 

　 

（
宍
戸
小
学
校
区
区
長
会
会
長
）

　
　 

〃
　
　
綿
引
　
義
男
　
旧
陣
屋
２

 

〃 

吹
野
　
　
治
　
旧
陣
屋
３

 
 

 

（
社
協
運
営
委
員
）

 

〃 

八
田
　
良
夫
　
小
人
町

 

〃 

高
澤
　
　
勉
　
八
反
山

 

〃 

濵
崎
　
幹
雄
　
星
山

 

〃 

出
口
　
澄
夫
　
大
田
町
１

 

〃 

園
部
　
康
夫
　
大
田
町
２ 

 

〃 

宮
田
　
　
学
　
松
山
団
地
１
　

 

〃 

大
場
　
一
彦
　
松
山
団
地
２

 

〃 

木
山
　
哲
士
　
松
山
団
地
３

 

〃 

山
崎
　
眞
利
　
松
山
南
団
地

 

〃 

石
川
　
敏
之
　
県
営
松
山
ア
パ
ー
ト

 

〃 

藤
枝
　
博
美
　
八
幡
下

代
表 

金
澤
　
亮
介
　
ひ
ば
り
ケ
丘
団
地
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令和２年度決算報告　R2.4.1~R3.3.31
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
項　目 予算額 決算額 増△減 付　記
繰越金 304,156 304,156 0 前年度繰越金
還元金 880,000 883,000 3,000 会員会費還元金（会員会費助成額）

助成金 163,000 208,300 45,300
福祉コミュニティー助成金	 50,000
広報助成金	 88,300
宍戸小 PTA 助成金	 25,000
エアコン修理助成金	 45,000

事業収入 430,000 141,620 △ 288,380 女性部手づくり収益金
配食個人負担金

寄付金 10,000 0 △ 10,000
分担金 24,000 24,000 0 まちづくり宍戸塾よりコピー機リース代
雑収入 0 4 4 利子
合　計 1,811,156 1,561,080 △ 250,076

令和３年度　予算書　R3.4.1～ R4.3.31
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
項　目 本年度予算額 前年度予算額 増△減 付　記
繰越金 235,115	 304,156 △ 69,041 前年度繰越金
還元金 880,000 880,000 0 会員会費還元金（会員会費助成額）

助成金 163,000 163,000 0
福祉コミュニティー助成金	 50,000
広報助成金	 88,000
宍戸小 PTA 助成金	 25,000

事業収入 430,000 430,000 0 福祉バザー収益金・ふるさとまつり収益金
女性部手づくり収益金・配食個人負担金

寄付金 10,000 10,000 0 地域からの寄付金
分担金 0 24,000 △ 24,000 まちづくり宍戸塾よりコピー機リース分担代
雑収入 0 0 0 利子	他
合　計 1,718,115 1,811,156 △ 93,041

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
項　目 予算額 決算額 増△減 付　記
会議費 15,000 9,570 △ 5,430 代議員会	両委員合同打ち合わせ会	他
事務費 15,000 17,866 2,866 封筒	コピー用紙	ボールペン	ハガキ代	他
事業費 1,270,000 898,083 △ 371,917

内
　
　
　
　
訳

青少年育成費 100,000 20,000 △ 80,000
女性部活動費 100,000 55,877 △ 44,123 手づくり会費、手づくりマスクの材料代	他
こぶしの会活動費 70,000 70,000 0
広報紙発行費 180,000 176,132 △ 3,868 支部だより２回分
児童育成費 50,000 50,000 0 笠間市こども会育成連合会宍戸小支部活動
視察研修費 75,000 0 △ 75,000 中止
宍戸小助成費 80,000 30,000 △ 50,000 宍戸小運動会祝金
研修会参加補助費 5,000 0 △ 5,000
在宅福祉費 330,000 256,762 △ 73,238 配食 10 回分（４，５月中止）
高齢者補助費 50,000 50,000 0 高齢者クラブ
区長会活動助成費 50,000 50,000 0
高齢者助成費 150,000 98,054 △ 51,946 グランドゴルフ２回分、ししどサロン中止
備品購入費 30,000 41,258 11,258 フライパン、デジカメ（広報）
需用費 300,000 199,946 △ 100,054 電話・ガス・保険料・コピーリース代他
雑　費 35,000 33,000 △ 2,000 会館内コピー機インクカートリッジ代
連絡調整費 15,000 0 △ 15,000 各事業実施へ向けての連絡経費
予備費 161,156 167,500 6,344 県立中央病院支援、エアコン修理代
合　計 1,811,156 1,325,965 △ 485,191

収入合計 1,561,080 円－支出合計 1,325,965 円＝残金 235,115 円　　　次年度へ繰り越し

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
項　目 本年度予算額 前年度予算額 増△減 付　記
会議費 15,000 15,000 0 代議員会　両委員合同打ち合わせ会	他
事務費 15,000 15,000 0 封筒　コピー用紙　ボールペン	他
事業費 1,380,000 1,270,000 110,000

内
　
　
　
　
訳

青少年育成費 120,000 100,000 20,000 地区懇談会等
女性部活動費 100,000 100,000 0
こぶしの会活動費 70,000 70,000 0
広報紙発行費 180,000 180,000 0 支部だより２回分
児童育成費 50,000 50,000 0 笠子連宍戸小支部活動
視察研修費 75,000 75,000 0 ３回実施分
宍戸小助成費 80,000 80,000 0 運動会、三世代交流
研修会参加補助費 5,000 5,000 0
在宅福祉費 330,000 330,000 0 配食 12回分
高齢者補助費 50,000 50,000 0 高齢者クラブ
区長会活動助成費 50,000 50,000 0
高齢者助成費 150,000 150,000 0 グラウンドゴルフ２回・ししどサロン
防災対策費 20,000 0 20,000 非常食缶詰等
備品購入費 100,000 30,000 70,000 コピー機 (70,000)
需用費 234,000 300,000 △ 66,000 電話・ガス・保険料・コピー機リース代	他
雑　費 35,000 35,000 0 会館内コピー機カートリッジ代
連絡調整費 15,000 15,000 0 各事業実施へ向けての連絡経費
予備費 24,115 161,156 △ 137,041 会館内の修理等
合　計 1,718,115 1,811,156 △ 93,041


